
沿岸魚類資源動向調査

1.底生魚類調査

小向貴志

はじめに

本県沿岸域の魚類資源の分布状況を定期的・継細切こモニタリングし、あわせて漁獲状況や資源の再

生産についての基礎情報を収集し、資源変動のメカニズム解明ならびに資源動向の予察に役立てること

を目的とする。

調査期間

調査船

調査漁具

調査海域

曳網速度

曳網時間

サンプル処理

測定項目

海洋観測

曳網距離計算

曳網面積計算

推定分布重量

材料と方法

平成13年4月~平成14年2月

青鵬丸(青森県水産試験場試験船、 65t、1000PS)

オッター・トロール

(袖網長7.5m、身網長 11.8m、網口幅2m、コットエンド長は2.6mの3重構造で、

内網目合い l1111D.，中網20皿外網が45mmとなっている。)

日本海及び太平洋海域(図A、図B)

2.5ノットを目安に行った。

30分を目安に，底質の状況や付近の操業船等を考慮しながら調査を行った.

スケトワダラ、ホッケ等多量に漁獲される種は、船上で個体数と重量を測定し、

ランダムに抽出した個体50尾程度を目安にパンチングを行い、数十個体を精密測

定用として冷凍保存するとともに、サンプルとした。なお、マダラ 0+等稚魚は原

則として、全数持ち帰って測定した。

そのほか、カレイ類、ソイ、イカ類等についても極端に多獲されない限り全数

冷凍保存し、持ち帰って測定用のサンプルとした。また、漁獲された魚類はでき

る限り、低位の分類群まで種の査定を行った。

カレイ類は、全長・体長・重量・雌雄・生殖腺重量・胃内容・胃内容重量・内

臓除去重量を測定した。その他の魚類については、全長・体長(イカ類は、外套

長)・重量を測定した。

操業中は、オッター・ボード間隔、曳網水深、曳網速度等を魚網監視装置(RX-400)

で計測した。また、調査点毎に、 αBによる海洋観測を行った。

曳網距離=ネット着底からネット離底までとし、~1:}1い服部 (1998) の方法を

用いて計算した。

曳網距離×トロールネット袖先間隔=曳網面積とした。

調査時期別に、調査水深 50~I00mを水深r50mJ 、 100~20Omを r150mJ 、 200

"'300mをr250mJ、300"'400mをr350mJに水深を層化し、各層の単位面積あたり
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(lk nfあたり)の推定分布重量を求めた。

体長組成 面積一密度法により調査海域を引き延ばし、体長組成を求めた。

調査海域分布密度 調査海域毎に、漁獲物についての分布密度を算出した。

*神獲効率は、全て1とした。

結果(日本海)

く日本海調査海域〉

1.調査海域

図Aに示した調査海域で、 2001年4月25日から

2002年2月25日までの期間中、 36点で調査を実施

した。なお、調査海域の底質は、細砂，粗砂礎とな

っている。(r日本近海底質図」による。)

表1に、層化水深別調査回数、曳網距離、曳網面

積を示した。また、海洋観測結果については、付表

1に示した。

図A 日科毎調査地点図

表1 層化水深別調査回数，曳網距離、曳網面積

調査期間 i 4月25日-5月31日(前期)

層化水源m.L....J................~Q …....1..~9.. ・1 ・ ............~.~Q............... ，................~切
曳回数 3 6 i 2 2 
一一 一一一

網(m) 7541 15654 1 6871 7592 
曳網面積計 (km)i 0.08094 0.17056 i 0.07318 : 0.08604 

盟査塑M 1一一一一一 7fj1担当且27旦豊監
一贋i悠長撚窓痕m戚i一ふL一 50一…一ベ一 波即9… 叩しい一一__l却……一ふ…J塁尽9……
一…一泉網周数山…………一…一、日、目‘凶 …………n一、町内品一一一一、………W一…、2祖 一………一…………、、い……盲…一A叫、u、
一一…凶、泉網膜剤敵区 m前LJ戸 一塁:191-Ain-i\ 、 ..".4p_~Q".""w し…1空母57 …ふ…J.Qt~~".... …
曳網面積計 (km)l 0.05402 i 0.04589 1 0.19249 0.11637 

: 1  ~11 日-2~27 日

山贋fl化、乙ιじじL水漂漂入L、日m、
奥網閉数 :γ亡……い _?:....::..":.:.::J，，.:...，，:....:.…7t子デu…山山日土亡 里
5奥翼網J毘罵離¥..r.J.l刊I.L....1.....••.••••• ..9. ... ........ .•.. .... ß.~符52 ; 2μ4引t~4.. •••• :. ...........7..~.?J 
曳網面積計 (km)l 0.00000 0.06917 i 0.28059 0.08997 

4月25日から5月31日までの調査を前期、 7月 19日から9月27日までの調査を中期、 1月
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11日から 2月27日までの調査を後期とした。後期の調査では、十三~出来島沖の浅海域に多数

の漁具が設置されていたので、調査実施は不可能であった。

平尾

2.主要漁獲物測定結果 80 

70 

ハ歩ハタ 80 

面積ー密度法により引き延ばしたハタハタの体長組
50 

40 

成を図 1-1に示した。
30 

20 

前期調査では、体長1∞m と150mmに、中期・後期 10 

では新規加入群と考えられる体長6畑、 80nmにモード 50 

45 

を持つ群が確認された。前期調査で、分布密度が高かっ
40 
35 

た海域は十三神水深63m地点の432尾/krd、次いで、
30 

25 
20 

高山沖水深 239m地点の 547尾/knfであった。これら 15 
10 

地点の組成は、それぞれ体長 70--10加と、体長110-- E 

15{加を中心とした群であった。 40 

35 

次に、中期調査では十三沖水深 280m地点の2，005尾 30 

/k rrf、出来島沖水深310m地点の 1，598勘 krdで高い分
25 

20 

布密度が確認された。いずれも、体長50--70mmを中心
15 

10 

とした群であった。また、後期調査では、十三沖の水深

318m地点で478尾/krdと、高い分布密度が確認された。 也

組成は、体長 70-100皿を中心とした群であった。

マダラ

面積・密度法により引き延ばしたマダラの体制E成

を図 1-2に示した。

前期調査で高い分布密度が確認された海域は、出来

島沖水深150m地長の621尾/krrf、高山沖の水深 166m

地点の358尾/krdあった。分布の中心は、水深250m

以深の海域であった.0+の高い分布密度が確認された

海域は、十三沖水深129m地京の 1，091尾jkrrfであった。

組成は， 2001年級群の0+と考えられる体長60皿群と、

2側年級群の1+と考えられる体長16加に山がみられ 1:: 
た。次に、中期調査で高い分布密度が確認された海域は、

十三沖水深3伽地点を中心とする海域であった。

前期調査で確認された体長60mm群が体長9加に移行

したと考えられる群と同時に、 l+.以上と考えられる体長
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園前期

園中耳目

L 
圃後期

50 100 150 2∞ 250 
体長(mm)

図1-1ハタハタ体長組成
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図1-2マダラ体長組成



210"'720mm群も確認された。また、後期調査で高い分布密度が確認された海域は、十三沖水深3∞m
地点を中心とする海域であった。0+は、出来島沖水深193m地点で8，501尾Iknfを記録したほか、水深

2∞m前後に高い分布密度を確認した。また、中期調査で確認された体長ωmmにモードを持つ群が体
長 1∞mmにそードを持つ群に移行したと考えられる群が確認された。

スケトウダラ

面積ー密度法により引き延ばしたスケトウダラの体長

組成を図 1-3に示した。

前期調査で、最も高い分布密度が確認された海域は、

出来島沖水深 250m地点の3，416尾/krrf、十三沖の水深

303m地点の 1，813尾/knfであった。分布の中心は、水深

200m以深の海域であった。 0+は確認されなかった。ま

た、組成が 1+と考えられる体長150皿付近にモードを

持つ群と、伊と考えられる体長 270mmにモードを持つ

群、さらには3+と考えられる体長38加にモードを持

つ群が確認された。次に、中期調査で，最も高い分布密

度が確認された海域は、十三沖水深 315m地転の 9，023

尾/knf、次いで、同沖水深300m付近でも大きな分布密

度が確認された。0+も同海域で高い分布密度を確認した。

また、組成が 2001年発級群と考えられる体長90皿にモ

ードに持つ群も確認された。そのほか、 1+と考えられる

体長 240mmにモードに持つ群と、 2+と考えられる体長

390皿にモードを持つ群も確認された。また，後期調査

で、高い分布密度が確認された海域は、十三沖水深271m

平尾

35 

30 

25 

20 

15 

10 

80 

圃
-中鋤

10 

50 

40 

30 

20 

10 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

o 50 1伺 150 200 250 300 350 400 .!lR 冊。
体長{岡田】

図1-3スケトウダラ体長組成

地点で 11，137尾/knfと非常に大き川直を記録したほか、中期調査時と同様、十三沖水深3∞m前後の
海域で高い分布密度が確認された。0+も、同海域で高い分布密度が確認された.組成は，中期調査時に

確認された体長9加をモードに持つ群が体長 12加をモードに持つ群に移行した。さらに、 1+と考え

られる体長24伽mをモードに持つ群が体長26伽m付近にモードを持つ群に移行したものと考えられた。

<*体長380皿にモードを持つ群が十三沖水深271m地点で特難色に多獲されたものが影響している。)

ヒラメ

前期調査では、高山沖の水深103m地点で全長310mm、311mm、317mm、318mm、329mm、330mm、

349mm、350mm、370mm、373阻の 10個体が、また、十三神水深63m地点では、 340mm、担8mmの2

個体が、さらには、十三沖水深124m地点で509mm、610mm、622皿の3個体、あわせて 15個体のヒ

ラメが採集された。中期調査では採集されなかった。後期調査では、高山沖水深89m地点で全長330mm、

350mm、46伽mのヒラメ 3個体が採集された。
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マコガレイ

前期調査では、十三沖水深63m地点で、体長287mm、l10nunのマコガレイ 2個体が採集された。

また、中期調査では、出来島沖水深92m地点で体長 110mm、118mm、130mmのマコガレイ 3個体が、

さらに、高山沖水深89m地点では、全長82mm、79mm、285皿のマコガレイ 3個体が採集された。後期

調査では、採取されなかった。

マガレイ

面積ー密度法により引き延ばしたマガレイの体長組

成を図 1-4に示した。

前期調査では、主に、水深 150m以浅の海域で採集

されたが、最も分布密度が高かった出来島沖の水深98

m地長でも 37尾/kniと低し吋直であった。次に、中期

調査では、水深134m以浅のいずれの調査地長において

も採集されたが、十三沖水深 13佃地，sでは 501尾jk

dと、分布密度が比較的高かった。また、後期調査で

は、浅海域における操業が少なかったため、十三沖水

深 115m地転で体長 135mmのマガレイ 1個体が採集され

たのみであった。

ヤナギムシガレイ

面積ー密度法により引き延ばしたヤナギムシガレイ

の体長組成を図 1-5に示した。

前期調査で採集された海域は、十三沖水深 129mを除

く、水深 135m以浅のすべての海域で採集された。次に、

中期調査では、水深 134m以浅のすべての海域で採集さ

れたが、後期調査では、浅海域での操業が少なかったた

め採集されなかった。
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図1-4マガレイ体長組成
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ムシガレイ

面積ー密度法により引き延ばしたムシガレイの体長

組成を図1・6に示した。

前期調査では、水深 135血以浅の海域で採集され、

出来島沖水深 98m地点を除く、すべての地点で採集

された。十三沖水深 63m地点では、124尾Iknfの分布

密度を記録したほかは、これより低い値となった。

次に、中期調査で採集された海域は、前期調査同様、

水深13位以浅のすべての海域で採集された。十三沖

水深 134mで 174尾Iknfを記録したほかは、これより 5 

低い値となった。

ヒレグロ

面積骨密度法により引き延ばしたヒレグロの体長組成

を図 1-7に示した。

前期調査では、すべての海域で採集された。分布密度

が最も高かった地点は、出来島沖水深 250m地点の 656

尾/knfであった。組成は、体長 18(固にモードがあり、

複数の年級群が存在するものと考えられた。次に、中期

調査で、分布密度が最も高かった海域は、十三沖水深 134

mの588尾/knfであった。主に、水深 13伽以深海域で

分布が確認された。これらは体長 70""8Ommにモードを

持つ新規加丸、群であることが考えられた。また、後期調

査では、出来島沖水深 271m地点で 175尾/knfと低い

分布密度であった。分布の中心は水深 250m付近であっ

た。
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干思

アカガレイ
40 

35 

面積-密度法により引き延ばしたアカガレイの体長組 30 

25 

成を図 1-8に示した。 20 

前期調査では、水深 166m以深のすべての海域におい
15 

10 

てアカガレイが採集された。組成は、体長 8(加にモー
5 

ドを持つ群が確認されたが、複数の年級群が存在すると 3 

考えられた。次に、中期調査では、主に、水深 250m以
自 圃中期

2 

深の海域でアカガレイが採集された。高断定は、前期調査

査時の体長80皿にモードを持つ群が体長 160mmにモー

ドを持つ群に移行したと考えられる組成を示していた。

また、後期調査では、主に、水深260m以深でアカガレイ z 

が採集された。モードは、体長 130皿、801111¥にあった。 -後期

o 50 1∞ 1 dO 200 250 300 
図1-8アカガレイ体長組成体長(mm)

パパガレイ

前期調査では、出来島沖水深98m地点で、体長213皿と 255mmサイズの2個体が、十三沖水深124

m地収では、体長田皿、135皿、182mm、18畑、272皿、315皿、327Il10、34畑、34加サイズの9個体が採集

された。次に、中期調査では、十三沖水深 134m地京で体長 135mmの1個体のみが採取された。後期

調査では、採集されなかった。

スルメイカ

面積・密度法により引き延ばしたスルメイカの外套

長組成を図 1-9に示した。

前期調査で分布が確認された海域は、出来島沖水深

98m、十三沖水深 63mと129mで、秋~冬生まれ群と考

えられる外套長58"'130mmの個体が確認された。次に、

中期調査では、水深100m以浅のすべての海域で採集さ

れた。この調査では、 夏生まれ群と考えられる外套長

55mmの個体と秋~冬発生群と考えられる外套長 97----

202聞の群が確認された。
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ヤリイカ

面積密度法により引き延ばしたヤリイカの外套長組成

を図 1-10に示した。

前期調査では、出来島沖水深 98m地点と岩崎沖水深

135m地点で分布地司監寵された。外套長 17加にそード

を持つ組成群が確認された。次に、中期調査では、高山

沖水深 89m地点の 1，185 JYk rriを最高に、同沖水深93、

139mの浅海域でも採集された。外套長 80mmにモードを

持つ組成群が確認された。これら組成は、例年と同様の

傾向であった.

3.分布密度調査

千罵

12 

10 

8 

8 

4 

2 

120 

1∞ 
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関

40 
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。

園前期

圏中期

切 1∞ 1切劉)() 250 

外套長(nm)

図1-10ヤリイカ外套長組成

調査海域を層化水深別に、単位面積あたりの推定分布重量 (kglkrri)を求めた。(表2)また、全

漁獲物について、調査地点別に分布密度縄Ikrri)を求めた。前期の調査結果を付表3に、中期の調

査結果を付表4に、後期の調査結果を付表5にそれぞれ示した。
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表2層化水深別単位面積あたり推定分布重量(均Ikrrf) 
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<太平洋調査海域>

1. 調査海域

図Bの調査海域において、 2001年6月8日から 6月13日までを前期とし、 2001年 10月 16日か

ら10月21日までを後期として、調査を実施した。期間中、 25地点で、調査を行った。なお、調査海

域の底質は、細砂、粗砂となっている。 ただし、八戸沖の一部海域では礁となっている。(1日本

近海域底質図」による。)

表3に、層化水深別調査回数、曳網距離、曳網面積を示した。また、海洋観測結果を付表2に示

した。

図B 太平洋海域調査地点図

表3 層化水深別、調査回数、曳網距離・面積

量塞塑旦 6月8日-6月13日(前期)

贋化水深(.'!') 
曳網周数

50 150 250 350 
ι 

曳網距離(が
曳網面積計 (krrl)

4 

8375 
0.089252 

正 6034 ~!f3..2.. .. '. .. ..~f3.44 
0.063960 0.078671 0.065861 

調査期間 10月16日-10月21日(後期)

……贋化水市漂(~)…府内川 50 … 150 … 、、…符9.. ...........w. 
，!鯛回数 十 4..... ... ) ...............4.. ......... L ..~ 

一…見臭賜賜絹網i距鵬離(r.!!肘)................... ， J(ν05明則号切o 1叩08鴎6工一よム一し
曳網面積計(仙kn1吋1) 0.107176 0.113272 0.087497 
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マダラ

前期調査における調査海域引き延ばし個体数(

以下個体数)は、 0歳魚が約983千尾と、 2000年

の前期調査における個体数155千尾を大きく上回

った。分布密度では、小川原港沖水深96m• 154 

mにおいては、それぞれ約3，000尾/k rri、1，600

尾/krrfと、局所的に大きな値を示した。主分布水

深は 75'""'150mで、あった。 l歳以上魚個体数は約

91千尾と、 2000年前期調査における個体数 126

千尾の 72%であった。塩釜沖水深 150"-'250mで

高い分布密度がみられた。主な分布水深帯は 150

'"'"'250mで、 0歳魚と比較すると、より深い水深

深帯で分布がみられた。

後期調査における 0歳魚の個体数は、約554

千尾で、あった。分布密度は、八戸沖 259mで約

4，200千尾/krrfと大きな値を示した。主分布水

深帯は250mであった。また、 1歳以上魚個体数

は180千尾であった。分布密度は，八戸沖 145m

で671尾/k rriであった。主な分布水深帯は、 150

'""350mであった。 0歳魚の分布の中心は、前期

期の調査において水深75"'"150mの浅海域であっ

たが，後期の調査では、水深250mに分布の中心

が移行していた.

図2に、面積ー密度法による調査海域引き延ば

し体長組成を示した。2000年6月の調査において

2000・1998年級群の出現頗度は大きかった。一

方， 1999年級群の出現頻度は小さかった。 2001

年後期調査では2000年級群は見られたが、それ

以前の年級群の出現頻度は非常に小さかった。

図2-2に2001年調査海域の底層部水温と、マ

ダラ 0歳魚、マダラ 1歳以上魚の分布密度の関

係を示した。

結果
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℃の範囲でのみ出現した。後期調査においては、 o
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スケトウダラ

前期調査における個体数は、 0歳魚が約2，644

千尾と、2000年の約4，岨8千尾の59%であった。

分布密度では、マダラ0歳魚と同様に、小川原港

沖水深96mおよび水深154m地点で約 9，100尾

/ k rrl、4，700尾jkrrlと、局所的に大きな値を示し

た。主な分布水深帯は、 100""150mであった。 1

歳以上魚の個体数は約42，265千尾と、2∞o年の
1，088千尾を大きく上回ったoこれは2∞o年発生
群の 1歳魚の出現頻度が非常に高かったためで

ある。分布密度は小川原港沖209mで約251千尾/

krrl、八戸沖水深146mで約54千尾jkrrlと非常

に大きな値を示した。また、水深140回以深の全

調査地点において出現した。主分布水深は 150""

250mであった。

後期調査における個体数は、 0歳魚が約 1，825

千尾であった。分布密度では、塩釜沖水深238m

で約5000尾/k rrlと大きな値を示した。主な分布

水深帯は250mであった。 1歳以ム魚個体数は、

5，172千尾であった。分布密度では、塩釜沖水深

314mで、約28，∞0尾/k rrlと非常に大きな値を
示した。主な分布水深帯は、 250""35Omであっ

た。 0歳魚については、マダラの調査結果と同様

に、分布の中心は前期調査における 1∞""150祖水
水深帯から、水深250m水深帯に移動していた。

図2-3に面積ー密度法による調査海域引き延

ばした体献且成を示した。2∞0年前期の調査では
、2∞oおよび1998年級群の出現頻度は大きかっ
たが、 1999年級群はわずかであった.2001年前

期調査では2∞0年級群の1歳魚が非常に多くみ
られ、後期調査でも同様の結果であった。また、

1999年以前発生群の出現頻度は小さかった。

図2-4に、 2∞1年調査海域の底層部水温と、
スケトウダラ 0歳魚、スケトウダラ l歳以J::;魚

の分布密度の関係、を示した。前期の調査においては、 0歳魚は、水温8.7t""11. 5'Cの範囲でのみ出現

した。 1歳以上魚は、 100C以下の海域でのみ出現した。後期の調査においては、 0歳魚は、 10.3"C以下

のすべての海域で出現した。
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パパガレイ

前期調査における個体数は約 653千尾で、 2000年

前期調査における 1，058千尾を下回った。八戸沖水深

146mで、 992尾/knfと大きな分布密度を示した。主

な分布水深帯は、 50--150mであった。

後期調査における個体数は63千尾で、 2000年後期

調査における 358千尾を大きく下回った。八戸沖水深

145m、4サ11原港沖水深210mで112尾/k rri、116尾J

knfと、比較的大きな値を示した。主な分布水深帯は

150mであった。

図2-5に面積-密度法による調査海域引き延ばし

体長組成を示した。2∞o年の前期調査において、体長
15cm付近にモードをもっ個体群が確認された。後期の

調査におしては、モードのIj型化がみられた。 2∞1年
前期調査では、体長180皿に、また、後期調査では体長

23(加にモードがみられた。

ミギガレイ

2001年の調査においては、全異体類中で最も出現頻度

の多い魚種であった。

前期における個体数は950千尾で、2000年前期調査の

八戸沖水深 146mにおける個体数219千尾を大幅に上回

る約2，500尾/knfと、大きな分布密度を示した。(水深

61 ""-154mで出現.)主な分布水深帯は、 150mであった。

後期における個体数は約394千尾で、2000年後期調査

の431千尾をやや下回った。小川原港沖210mで約 1，400

尾/k rrfと大きい値を示した。主分布水深帯は150mであ

った。

図2-6に面積ー密度法による調査海域引き延ばし体長

組成を示した。 2∞o年前期調査では、 130mmにモードが
みられた。 2001年前期調査では， 14(加にモードがみら

れ、後期調査では 12加モードがみられた。いずれも、

調査年後期にモードの小型化がみられた。
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3.分布密度調査

層化水深別に、単位面積あたりの推定分布重量(kg/krri)を求めた。(表 4)全漁獲物について調

査地長別に分布密度僅Ikrrdを求めた。前期の調査結果を表6に、後期の調査結果を付表7に示し

た。

表4 層化水瀬IJ単位面積あたり推定分布重量 (kglkrri) 
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考察

<日本海>

日本海沿岸域に分布するマダラ成魚の分布域は，北海道周辺海域を中心に、山陰地方に至る水深200

.........40Om前後に広く分布することが知られているが(水産庁1989)、マダラの回遊および集団構造等を

明らかにした知見は少ない(菅野ら 2001)。本県における冬期間のマダラ漁は、主として、産卵来遊

群を漁獲の対象としており、成熟個体・放卵個体・放精個体も確認されている(中田ら 1992)。また、

今回の調査では、十三沖の水深 12加で、体長60mmにモードを持つ2001年発生群と考えられるマダラ

(0+)が確認されている。こうしたことから本県日本海側沿岸域においても、産卵場が形成されてい

る可能性がある。

マダラは、広域回遊を行う個体がいる一方、比較的限られた海域で個体群を形成するものもいると

言われており、それは今後、本県日本海海域におけるマダラの生態および資源状況を把握するための

調査実施よって、徐々に明らかにされていくものと考える。

次に、本県日本海沿岸域に分布するスケトウダラは、北部日本海系群である。本系群の分布範囲は、

能登半島からサハリン西岸であり、主な漁場は、北海道の日本海沿岸域に形成される。なお、今回行

った中期調査では、十三~出来島沖の水深250m地点で2001年の発生群と考えられる個体群が確認さ

れている。前期調査では、これらの個体群は確認されなかったが、おそらくは北海道から南下してき

た可能性が十分考えられる。また、後期調査においても、十三沖の水深300m前後で、非常に高い分布

密度が確認され、時には、 11，0∞尾/krtiを記録する地点もあった。よって、同海域においてスケト

ウダラ資源動向を把握する上での重要海域であることが推察された。しかしながら、本県におけるス

ケトウダラの資源動向を把握するには広域的に総合的に判断してし、かなければならないことは言

うまでもないことと考える。

沿岸魚類の資源動向調査は、マガレイ、マコガレイなどの異体類を中心に、面積・密度法により引

き延ばし、体献E成を算出しているが、ムシガレイやヒレグロ、アカガレイ等についても、比較的深

い海域にまで分布し、移動が激しい回遊魚でないことからこれら魚種についても、この方法を用いて、

資源状況を把握することは可能と考えられる。ただ、現状における本調査実施が沖合海域で行われて

し、るのに対し、マガレイやマコガレイ等が分布する浅い海域にまで調査海域を広げて行こうとした場

合、民間船が数多く操業を行っているため、漁具が相当数建て込まれ、敷設されていることから漁場

は密集状態にある。

したがって、浅海域での調査実施にはそれ相当の工夫を要するところであり 難しい問題でもある

ことから、当面は、このままの形で、調査を継続実施して行かざるを得ないところとなっている。

<太平洋>

マダラの1伺9年級群は、 2000年調査(小向2001)では、極端に低い出現頗度となったが、 2001年

調査では、 1999年級群出現は皆無で、あった。若鷹丸(北川・服部ら 2000)・岩手丸(後藤2000)によ

る調査でも同様に、 1999年級群の出現顔度は小さいとの報告がある。一方、 1999年級群と比較して発
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生量が多いと言われている(後藤 2001 成松・~tJ l陥 2001) 2∞o年級群は、 2001年調査でも出現が

確認されている。

以上のようなことから 2∞0"""2001年の青森県太平洋海域におけるマダラの0""2歳魚の加入状況は、

東北海域への加入を反映しているものと推察された。しかし、今回の調査では、マダラの高齢個体が

分布する(矢吹ほか1993 藤田 1993)、より深い海域をカバー仕切れなかったこと、さらには、根っ

きになることや、八戸海域に棲息するマダラは東北海域を回遊する(北川・服部ら 2000)特性を有し

ていることから、本県太平洋海域におけるマダラの資源状況を把握するためには、東北水研(若鷹丸)、

岩手水技センター(岩手丸)等による調査結果を総合的に判断して考慮する必要があるものと考えら

れる。

次に、スケトウダラについては、産卵および回遊する範囲が北海道道東海域にも及ぶこと(ね11・

服部ら 2∞0)、かつ、親潮の勢力が強まることにより主な分布域となっている北海道太平洋側から東

北太平洋側に分布を広げること(服部 l拘7)、また、これら海域で行っている国・関係道県の研究機

関が実施した調査結果等を参考とし、調査研究して行くべきであると考える。

マダラ、スケトウダラの0歳魚は、 20∞年、 2001年調査では、むつ4サ11原~塩釜沖水深100"'2oom

で、非常に高い分布密度を示している。同海域がマダラ、スケトウダラの新規加入群を調査する上で

重要な海域であることが推察された。

パパガレイについては、本県における調査(小向2001)、岩手県における調査(後藤2000)で小型

個体が増加傾向にあるとの報告がある。しかし、 2001年の体長車邸主についてみると、魚体の大型化は

みられたが、新規加入群は少ないものと推察された。したがって、小型個体の増加傾向が一時的なも

のであったのか、あるいは、卓越年級群であったのかについては、今後の調査課題であると考える。

ミギガレイについては、体長組成をみると、調査年前期のモードに比べ、後期では、モード‘の小型

化傾向がみられた。体長 12加にモードを持つ個体群は、 1歳個体群であると推察される(石戸1蜘)。

この個体群は、 2∞0・2001年後期調査時に同海域に加入してきたものと推察された。今後も、加入状

況調査を継続調査する必要がある。

太平洋海域における異体類の資源動向把握については、日本海海域同様、浅海域での調査範囲の拡

大が必要あるものと考えられた。

底層部水温と、マダラおよびスケトウダラの分布密度の関係、を調べてみた。それによると、前期調

査では、マダ‘ラの0歳魚は、 10.3"'11.5"Cの極めて狭い水温帯でのみ出現がみられ、 1歳以上魚が出

現する1.5'" 1 O. o"Cの水温帯とは明らかに異なる水温帯で出現した。実際、前期の調査では、マダラ0

歳魚と、 1歳以上魚が同じ調査地提に出現することはなかった。また、スケトウダラについては、一

部0歳魚と、 1歳以上魚が混在して出現した。しかし、 0歳魚は、水温8.7"" 11. 5"Cに出現したのに対

し、 1歳以上魚は、 10.7"'1.5"Cの海域で出現し、混在する水温帯も一部であった。 2000年の同海域・

同時期における調査(小向2∞0)においても、同様な結果が得られている。今回は、マダラ・スケト

ウダラのみの調査であったが、底魚類の分布と底層環境との聞には密接な関係がある(森脇ら 1989)

ことから、その他の魚種についても、海況と漁況関係も含めて、調査を継続して行く必要がある。
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付表1 日本海調査観測野帳
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ネット軸先聞闇凪} 11‘ 11.7 11.4 11.9 11.6 8.' 10s 間S 10.6 同5 1l.4 10.2 

且綱D(m> 6却9 4137 S田9 2認1 3百8 1曲。 1316 2788 笈渇0 2向。 Z掴5 2511 

曳網面珊(kU!) 0.01四Z畠 0.0仮醐宙 。。“削輔 。拙田市 0.04忍荷担 0.01田1 0.01喧1祖 0.0:却1104 0.02l冊8 0.0:富田 o.a富岡9 o.a酷 1ZZ

実候 C R BC c BC 政: C C B B B BC 

波浪 3 3 1 2 3 3 1 1 1 1 2 

風間・カ E.. SE'2 SE-l w・2 IN/・4 IN/・4 SE・2 W" 担.， W'2 N'1 w・3
表面水量 22.3 24.2 24-8 語 1 且6 国5 盟2 23.J 23.1 担 1 お4 担』

10皿 21s 欠掴 欠割 欠割 欠調 欠割 欠冒 欠割 欠掴 欠割 欠測 '"闇

20m 由3

国匝 16.7 

75m l‘4 
100m 11.9 

1開皿 10.3 

公)()m 1.8 

300m 1.5 

400凶 1.3(:説淘"，)

操幾毎月日 1月11閏 1月!6S 1月16日 1月11日 1月17日 1!l21目 l月31日 2月4日 2月‘日 2月27周 2月27回

調査点番号 +ー 十三 高山 出来島 出実島 出来島 +ー 十三 +ー 十ー 十=
糧費虚陣蝿~ 4()'回。65-N 4()'57田市 40" 54.14-N 40" 53.5I-N ぽ担..35-N 4()'54担♂N 4()' 57.54-N 4(f 59.32-N 4()'開.48-N ザ田94-N 岨・国.54-N

u: 1曲・ 03.20-N 1胡・国詰-N 1岨.但.釘-N 1叫，.02皿-N 1叫・02.岨-N 1叫・02.姐-N 1叫・ 03.時-N 140・07曲川 1叫・回.回-N 1叫・但73-N 1岨・叩87-N

巻網開柑冊瞳3: 岨'酢.54-N 4()'田.22-N 叫・ 53凪-N 胡・ 52.61-N 40・日34-N 4()'日却-N 4炉開曲-N 4()' 57.13-N 4ぴ計四 N 4()'田門-N 4()' 57.13-N 

程度 14()'田58-N 14(1・ 03.21"N 139" 59白川 1胡・ O1.61-N 14()' 01.01-N 14()'帥18-N 14()' 03.34-N 14()' 07.54-N 14()'回 76-N 14ぴ田 13-N 14()'回.6O-N

網離底陣措置 4ft 51.16-N 4If 56.U-N 4()'自由-N 叫・ 52.5t-N U 日.2S-N ぜ日四-N 4()' 55.95-N 4()' 57."-N 4()' 51.52-N 4()'萌69-N 4()' 57.1'-N 

u: 140g 03.60-N i胡・ 03Z-N 139・59.53-N 1岨g 01.s.rN 1，凶'田園田-N 140・曲10-N 1叫・ 03.36-N 140・01.59-N 14-0g OJ.19-N 14(1'田 12-N 140・03.61-N

曳網開始時刻 11・.7 日:却 13:15 11;掴 13:21 11叫 12坦1 11:41 13却 12:05 14:16 

曳網終了時剖 12:24 12蝿 14:14 12:03 14:但 12ニ却 13:04 12:20 13:57 13:01 14:54 

曳網時間 0:37 0:46 。:由 0:35 0:41 。泊。 。'43 0:39 0坦7 0田 0:掴

曳網速度(ノット) 2.5 2.4 '.6 '.8 Z色 2.6 2.3 ，.5 2.5 '.4 2.' 
ワプ長 i曲。 1曲。 l冊。 110 9開 970 領担B 駅)() 筆跡 1100 1050 

網睡底陣ワープ長 6叩 6田 630 誕初 620 7叩 組訓B 3却 575 7出 6∞ 
網帽昼間水揮 278 担3 271 1田 訂4 211 出。 115 271 318 303 

慣Z水揮 250 2田 Z田 1国 話。 Z却 250 i田 2田 3国 3国

ネット裕発問問高恒} 11.5 1l.6 lU 11.1 11.8 12.1 11.5 10.7 11.0 11.4 11.3 

曳網車購(m) 3256 3572 4755 3剖3 且31 羽田 品目 坦49 2510 4曲7 3314 

曳網面積(knl) 0.037444 。.041岨52 。。由臼35 。。出羽田 0.0却油田 0.04但325 0.03続坦75 0.0:寝泊以3叫 。田761 。。包S191l 。国.744目

実僕 C C c C C c C C C B B 

格調昼 3 2 2 3 3 3 4 2 2 1 1 

風向・カ 1N/'4 NE・3 NE・3 t-M/'3 NE・3 58・4 NNE'4 WNW'3 WNW'3 8'2 E'I 

表面水温E 11.9 11.5 11.1 lls lL5 11.4 10.4 lOs 10.1 9.9 10.2 

10m 11.5 11.3 lJ.4. 11.2 11.1 欠檀 10.1 10.5 10.3 欠iJlJ 欠割

田m 11.5 11.3 11.4 11.2 11.1 10.1 10.5 10.3 

田m 11.5 11.3 11.6 11.2 1l.2 10.1 10.5 10~ 

75m 11.4 11.3 11.4 112 11.2 9.' 10.4 10.4 

1同m 11.4 11.2 11.4 112 112 9.' 10.0 10.0 

1田m 11.1(12伽同 11.0 11.3 11.1 11.0 8.0 10.0(115皿} 9.0 

2由国 9.2 4.4 5.31】田耐 2.3 5.8 8.0 

3国皿 0.9 1.1(武断n) 1近抽出 4.3(由。皿) 4.7(271凶

4岨m 。以31会叫
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付表2 太平洋調査観測野帳

欄朝日 6Ill日 6恩日 6局日 直局日 6ID日 直庖1日 6庖1日 6鳳l日 6思3日 6周3日 白鳳3日 自庖3日

調匝頑号 百部働 コ明勧 j宇判幽 序補助 コ1目F阪ln 温e働1 温献l!it 幽勘t !]j吻嘗働1 !]j吻腕l!it !]jl周静観加 温S恒h
明掴割蝿E <f1 3I.3l-N <f1 4l5I'N <f131旬、 <f13且3、 <f1直古市 <f1 41.21-N <f141.也事 <f1畠田市 <f1 513l-N <f1弘沼市 <f1 5l67-N <f141.儲-N

鍾E l4t'li.冒-N l4t' 3181-N 時t!l!3l1l K!'C悶 -N K!' aa-N ぽ3l.7.l'N l4t' 41.<r-N 14f邑也市 l4t' :RJJ-N ぽ B面市 l4t' J1Oi-N l4t'ffi.軍-N

糧帽肺噌園E <f13>41市 41 314111 41 :!illi-N 41li.旦-N 41 3lf9-N <f1 41.9l-N 41 41.lI-N <f1 4141-N 41ffi.ω-N <f1 ffi.4)-N 4151固有 41 4HJ;-N 

檀E l4t' li.a-N l4t'41司-N l4t'反1j-N K!'也事-N K!' ag;-N l4t'沼3)-N ぽ毎日目-N l4t' ffiti-N J.4f:llω-N l.4f :IlBl-N l4t':lJ句-N 14f ffi5l-N 

曹.割晦量 41 :Jl4;百 4131お-N 41:Jl宮市 41:Jl冒-N 41 3l6l-N 41 41.91-N <f141.宮市 41 414;-N 41 ffia-N 41 ffi.9J-N 41弘2l-N 41喧Zl-N

鍾藍 l4t' :Jla-N ぽ伯官官 l4t'51.百-N 活f包ro-N K!'也8l-N ぽ 31J8-N ぽ4¥g;-N l.4fffi冒-N l.4f 21.a-N ぽ:BtB-N ぽ泊71-N l4t' 51S;-N 

明'刷開暗 7:5) 9:15 9:oi 10:43 = 'J'.(]l lO:4B 13:25 8:4; 9:ffi 且;3) l本町田

晴朗瑚 8:al 9:4; 9M n:a 国:凶 "$ n:J5 13:31 制B 1肱2 n:a 14;3) 

費骨澗 住お 0:3l O:Ji 位置 o:4i 0:3) 官2 O::J隆 Q:Zl 。2幅 0:22 0:22 

質問. (I::!H 23 25 25 25 25 25 23 24 25 25 26 26 

Fーフ.. 富田 冨B @ cm !XE 3副 (fi) llID まB (Q 官坦 呂田

綱.駒Pーフ畏 2苗 Z畠 :m 4拍 珪E 2D :m 唖B 耳目 古島 冨E 宮島

繍陪輔探 也 @ 崎 a5 :m 81 141 315 g; 151 m 2卦

健劉探 ⑦ 田 llD 官畠 苫E 田 llD 苫田 3J llD :ro :ro 
ネy十捕縄冊。 泊6 血9 1Il6 且6 lIl'百 1Il4 1116 且8 1Il6 自6 且6 116 

噴開園量曲 滋B :HII ZBJ 宜盟E 誕B Iffil w :lIJI. 盟冒 lBll E理由 :lfIj 

費情賓inf 01l$1l O<IH硲 。ωmB 日任回胞 。母語E 。岨団3lI 自由誼沼 01I!!lll8 。也庫高E 0(1誕鋭 自白血正弘 O<IH部

声襲 c C F E C C C C C C c E 

渡世 3 3 3 3 3 l l 2 l l l 1 

蝿向・カ F唖~.3 E.3 E.3 E.3 E.4 w・3 w・3 再事・3 N;:・2 トE・2 児.2 ffi・1

現副司E 喧7 126 自I 凪8 泊4 血7 118 泊3 記l 位。 121 1111 

E皿 120 122 128 99 副Z l♀3 118 99 120 且9 止9 83 

Z皿 江7 記l 立7 99 曲。 117 118 虫3 止9 止8 119 80 

3m 114 立4 孔9 7.8 99 112 1Il1 7.8 且8 孔8 118 7.5 

官皿 比4毎回 江2 皿9 7.5 89 国5 血3 ii9 江7 且2 114 43 

E白n 119仮泊 且2 67 44 回3価場 凶I 26 且5勧告 泊8 泊B 37 

IDn 副00:弱 38 39 870沿a 45 泊7 前2 42 

Z砧n 35 10 34 国705l博 87位制 25 

沼:m l~ 28 2Q 22(2:副

4lht 21泡尉 22包尉

御崎勇日 llIl闘 血庖沼 凪届倒 副脳沼 血即日 湖周凋 凪月開 血胞日 脆肱羽 lOIlD日 臨席E日 組胎日 園周日

曹圃島 序格910 府糟加 コ101餌3・コ暗唱泊 コ10噸3・N'覗llR 塩瀞恒h 塩B恒h 塩醤餌h 塩lI'IIlR ，j川原寝泊 !]jllJ!lll馳 !]jl蹄明白
智樹冨噂園E 41 li.2l'N 41 li.13-N 41 :1141-/1 41 :IIg;-/I 41 3131. 11 41li.<B百 41 4I.9l-N 41 414111 41 4I.7.J'N 41 41.4;-/1 41 1281-/1 41弘!Il-N 41 51a>-N 

纏E l4t' !1!l1'N K!' (l1!I'N K!'也4i-N l4t' 9121-11 l4t'41富市 l4t' osf9-N l4t'51耳-11 l4t' ffi6l-N l4t' 4141-11 l4t' 3l!B'N l4t':J.包-11 l4t' :B25'N l4t':!l富市

調岡島劃蝿藍 41 :li21-11 41 :li27-11 .fl' 3l51-N 41也，21'N 4l'~日:D'N .fl':Jl3(1I 41 tla;-/I 41 !IlJ5'N .fl' 41.9由、 .fl' tl!B'N 4l'51;o-N .fl'ffi官官 .fl' ffi:D-N 

鐘藍 l4t'思&-11 w也81'N W 011811 l4t' !li14-N l4t'~白æ-N l4t' 4/.95-N l4t' !B.()-N l4t' 51:511 l4t'.fiω-N l4t'aπ-N 14t:J.ω-11 l4t' 27.51-N 14t:llπ-N 

鋼闘制度 41 :li4l-N 413且:5-11 4131也、
41 41:量一N

41 414l-N 41 :Ii:fj-/I <f1tl官、 41田沼市 4141.宮市 41tl也市 41 Blll-N 41ffi官官 41 ffi4l-/I 

鍾置 ぽ思6111 辺住垣市 W <821-/1 l4t' !li14-/I ぽ姐侶-/1 ぽ4/.9511 l4t' 5la>1I ぽ 5122-/1 l4t'処6l-N l4t'a官、 l4t' :J.a-/I l4t 2la-N l4t :Il74-N 

明帽酷館側 8:() B窃 U;J; 13:25 T.2; 事羽 宮E 11:回 B窃 8015 9:4; U:a; B:4I 

畑町朝 事'JJl D31 lZU s51 1'.$ 9:3! 9:4; ll~ J3;J; B:4I 11):]8 U:Jl 9:17 

質"事町 q沼 o:a O:Ji o:a 0:Jl 立3l 0:3l o:a 0:3l 低E 日3 。3l 住羽

質問厳仰H 25 25 24 26 26 26 3 28 3 25 25 25 25 

9-?ll 3D 8D 11∞ 富島 211) :m 宜野 l!lD 9D :BJ 買D 耳D 宮B

綱.駒Fヲ餐 :m 4D 'ZD 耳目 JS) m @ 暗晶 m JIl) :BJ 冨畠 宜B

綱雌駒蝿畢 活 2冒 ヨ葺 宮島 ?畠 百 zf! 31.4 JS) !D 21) 91 Ja 

便島際 m 2D 11) 望且 !D 9J 2D 11) m 思 :ro 田 15) 

*.:d嫡細刷尉 115 且0 且5 血4 99 泊3 泊9 且5 副4 自3 lil7 副0 凪4

質問瞳耐 宮B 冨E 冨蕗 沼E 滋l! Z置B :lMi 211! 官露 宮島 :lIlI 2・ :m 
明暗蹟~ O<IH砺 Q(I盈E 。唖回5 O<lBll'甚 。匂位置3 也aBII17 000蝕 QO!?JB 。倒Z廻 0a1l714 00al砲 011!14l Oaa:副

声候 B E E c R R s B B B E B c 

漉匝 1 1 l 1 1 2 3 3 3 l 1 1 I 

風向・カ 5'2 s・3 s・3 $'3 開 .3 m・3 "-4 w・4 w・4 ，・2 11'2 "3 SI・2

現副唱E IZ5 立7 IZ5 180 立8 立3 1i6 110 1i5 lZ3 17.3 立2 薗9

E匝 lZ5 立7 IZO 立8 立8 IZ3 革6 110 1i5 IZ3 立3 113 革9

a:m lZ5 IZ6 lZO lZ8 lZ8 lZ3 量6 立。 革5 IZ3 11:2 lZ3 面9

3m 1Z0 鼠6 1i6 1Z1 立3 政2 革8 直6 1i4 11.1 11.0 lZl 革5

1.'m 1i5 監5 110 1i3 l1Z@抽 17.0偏e 革4 喧5 革。 革2 1i3 鼠7 喧l

直:m 革l 亜2 153 159 159 誼2 158 亜UI副 面6 蕗2 温S

盟h 且4 125 且7 立B 自1 130 126晶画同 139 車1也B曲 141 

沼:m 乱5位盟国 1.7 86 12~ 信回 12.0 124 a抑制 自905ii

1政E 31阪国 20 lil3句輔 33 

4lht 21C1盟国 2悦Doi
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付表3 日本海調査地点別分布密度(前期)

l j :cd 副長I...........ïúl.............s・8l............~f ぷ! 日~4t............i!I.............ä2"I.......ï:臨+....32:.797t- ...........i~
コ五 1...............+..............+..............+..............t............m................(.................(...............+..............+............1 開1................1.

:: 
:22F!!::1J-:-J-:ij:::;斗:JiiIr

":.E:;;f.:~安立が1三.:.:E:.~:.:.. : .. :.:.l.:~:~.:~:.:.:::::t~.::: 三 :::~t::.~~.5t~l:.~.::~:~.. i~.iT:.:::::~.:.:.~F~~::.:.~.=::t:::: ご一十.--十ZI771二
三 ~.::.....:.::t...::::::::.~;.I...:.:::::..::..:I::.:..:.........1 二.... :.!I~l 仁?h;12j …:.J...:.:...:.:.:::1..::.一:
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一
川
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一
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忠
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吋
一
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一
ザ
一
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一
れ
一
川
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E

ワ
…
す
一
ザ
-
-
一
明
一
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一
ヌ
一
ズ

一
一
メ
一
ヲ
一
円
一
一
一
ヰ

49 

お
一
回

12 

一一一旦ムー
，、一 色町 .......1‘ーー

ハタハタ 1 ・ 12 

ミシマオコゼ l . i 

- 一一一一コマイ 1:  1 1 1 : 一一一一一ーー...+...............ゃ....................................................1.......ー
スケトウダラ 1 : 3.4161 1 1.8131 1 1 291 3951 ul ・・ H ・H・..........................・・ ・・・ ・・h ・・司令・ ・.........ー......・1・......1・H ・ u・4刷・・・・・・4日・.....・・・・ p ・.....・・ -t¥o........ ・".....‘"ーー・・.卜・4・ー ・4・・......・....1...............・.................. 
スケトウダラ0+ 1 : I 1 1 I ・ 1 1 1 1 I 
マダラ I ~ 621! 1 1 121 641 1 3581 461 1 
一一日……一一一一…一ι一一…一一九一

マダラ0+ 1 : ! 1 1 I : I 1 1 1 I 1.0剖
スルメイカ 1 12・ 1 1 I 49: : 1 1 1 1 1 29 
ヤリイカ 1 1111 ¥ ， ， ， 1 : ， 12・ ・ ・ E 

輔 23 432: m 147 276 547 

Fスイカ . も 18 

アプラツノザメ . 305、 41 6: 121 534 
ヒメ b 14: 
マアグ . 18i 
ヤナギノマイ T i2T 
トラザメ 161: 7501 86 680: 2.503: I i 6T T 879 

キュウ哲エソ . 
タコ恒 ， 181 55 68 
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付表4 日本海調査地点別分布密度(中期)

: ::壬:
F戸戸二どJ挺ニ仁…1t一J二斗斗:二ユ斗将忽えヰt=二斗木二ニ二厄一よ叫
I.'_-_-_-.:'，-，-，-....コ..... 下怨犠;五i~-.-.-.-.-_-.. .-.-_-_-_-.-.l-.-.-.---_-.-.:-. .-.-.-.t.-.-::.-::.:::.::::l-ド?ご-''-:::''.-I.-_-_-:-_-:_-_-.-_-_--_--_-tド.... い:r.lド:_-:_-_--::.~.t._-_-.-_-_-_-_--:-:.:._--l.::::-:::.-:::::-I-:::-_-_-_-.:-_-._-:::t-. .-.-_--_-_._-._--.:._--t_-_-_-.:--._-_--._-._-_-

i 川jι~~1~5~~~)~千;;:jJ!:::j;:!:;f1 ; :?可可川17I::::i 

~一一晶山~、…司聖芝烹戎烹友;t己滋1努;デ友恕…十一十……十…十……卜…十戸一十…ート…一一卜山3比一十一…十ーな

デ者計十二十二十:斗:三十13斗

19 

m 22i 

ハタハタ 2，舶5 1，698 随l 16， 
ミシマオコゼ 19 

三-愛子1:寸114111iffid-!?でlJ庁行
ヤヲイカ !!!l ‘36l 1，186 

Z乙ドZス之イ4カli 

マヒフメグ
19 

ヤナギノマイ

トヲザメ

キ.s!)~xy 

タコ煩 211 261 431 87 ~ 
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付表5 日本海調査地点別分布密度(後期)
盟主旦
海橋

魚種/;水深

月 17日 11)l 21日 11月 31日

出来島枠 l出来島仲 i十三件
193: 2601 2711 260 

lllE..旦
十三枠-303、 318

1月 II日 1 1月 16日

十三件 l高山仲 1 +三仲
2801 2761 284 

三ι丘三4丘!.f.;f;:-......... .............~..............ïd-...... .......i!........ ........t而日十 1 

UZ73ジ元 1 ..............1........... .-1................1..................... ............+ 
オエカジカ

4 

カジカ科sp

カラフトカジカ

一iit キンカジカ

コオリカジカ

ニジカジカ

ニラミカジカ l ・
ホッキョクカジカ

マツカジカ

三三塁1J!.:_JL-J;芸p.:................t"...............-t.... ........ ....l........... .....1"....... .........!..... .............1 
ウスメノ<，レ

4IIBi--aAI 

8
 

;
i
 

f
 

ヱゾメパル

キツネメパル

クロソイ

ハツメ

フサカサゴ

メノミ pレ

カナガシラ

ホウボウ

11 

..•... 

ギス

アカガレイ

アサパガレイ

アプラガレイ

251 41 ............... マー υ ー・............t
I 43 

m、..， 、、口戸 、円九 、、、、、、 、
，..ー ー ー一一ー ー・
I • 1... 1 
. 一一 ~仏、~.... 、

ウロコメガレイ

ソウハチ

ヌマガレイ
ー・一パパガレイ

ヒレグロ

マガレイ

マコガレイ

ムシガレイ

ヤナギムシガレイ

タマガンゾウピラメ

4 

ヒラメ

エゾハリイ :b

i 之4之笠三旦
ダンゴイカ科sp

ギス

アマダイ

58 ， 

2月4日

十三仲-115・ 271

H 

丸、

93 .6 

i
 

一2.91

仁二三-
E

・E・-aE守
i
1

4
・z 1

-

1

 

l

e

l
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、

円

山

山
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4
4
t
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ー

4

一一一一一
j竺竺1云5去:?7山翌九:づjI十十....ζ斗:二.........
…一:'i立三治j.;;)二..."...1-，二二:二:二;二山..1...二二.. 二;二二;二;山....l"..，卜l"..，二ごご;二γ二ι…九二司.......二一十 三工に;二;山一..f.ト;二乱二:，:，:"，y:，一二二，.，."...1，..，....，....，に山 二二1小
;ιぞζ;山，，-1.，. .t， . t ，.f..iけ男ぷ..........，........ .71.................. ............l.......... .......................1........ ......................j...... ..................，.. •.. ~.....，...，. 

テンジタタイ

1，460・

クラカケトラギス

ギンポ

ヌメリゴチ

主三ぷ三主!f.:.
ハタハタ

ミシマオコゼ

18 146 1 ， 821 233 478 

コマイ I l(・ ・ . ， ・ ・
スケトウダラ I 3961 1 .281 7131 1871 2531 いー…ー……一、一一… Jι一二A人一….1....-...-".-. 、い、…4…一….-.._..-.~一一….....，，-1 一一一一L 、、.ム
スケトウグラ 0+ 1 3101 1 71 3101 4781 1601 

中 -一一 一・… ー..................ー 一一ー叶...........
マダラ 1 501 1 181 lC 111 71 41 

マダラ0+ 1 3671 211 681 8，501: 9991 3961 6071 

スFレメイカ ‘ ・ ・ ， " ‘ 
ヤリイカ
ー
ドスイカ

-aa琶
町
向
噌

d
q
a
e

。

1
8
-
3
5
 

9

U

5

 

8
 

何口7
 

-
3
 、1
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4
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、

8

円‘u
、

A
w

一;.iιLい

0

'
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l

l

 

-
a
h
 

a

V

九

牛

12 

181 29 
ー『

14 

1，041 

アプラツノザメ

ヒメ

マフグ

ヤナギノマイ

トラザメ

キュウリエソ

之三塁
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付表6 太平洋調査地点別分布密度(前期)

調査日

海棋

魚種/水深

キアンコウ

ホラアナゴ

ガンギヱイ科叩

アイナメ

ホッケ

6月8日

吉右「τ百百
611 80 

8月9日

八戸-146 245 

8月11日 8月13日

一川目 塩釜 温釜 小川原港

332 841 141 ' 315 250 961 1541 

一一一一
531 

t==1 一
246 

209 

39 

70 

設お…イ:1-rffihdH二三二
語;;;;J7111::11|三|目玉三「113131両
夢二117T1;;71:?つJド=プ1子1|口弓三--三j三三三;if;V7一一7亡リJ亡寸7寸「十三:寸コ仁寸寸寸U…一
草----三---三十什_n___円:7I7 一1つι~...............~~.同7王il

1051 

83' 

L[云
105 

326 688 

197' 

41 

744 

叫 5061-…21勲一-Zmトト叫 1031

一……-9aT……一r-…-r-…一γ一一…品
…} ↑ …1…川目~~!…… 十ゐ卜…4ぷ…川291
1 …|…ー…...~…ー… 1. ...........1 

ウスメバル

キチジ

，、ッメ

ヤナギノマイ

ユメカサゴ

35 

卜 l←
41 

13日………↑ 9i~+' I 
ギス I I I I 680 

157 

52 

52 

471 

同一I

ココ.111<シギンザメ

ヱゾハリイカ

ダンゴイカ科Sp

エギス

チカメキシトキ

カン干ンゲンゲ+シロゲンゲ

チダイ

ギンポ

35 

6991 434: 3171 

537 1，23自l 27 8891 35 ， 154 105 

4891 i 7441 106 ; 

293 212 

391 

781 701 124 

ソコダラ斡sp，

マダラ0+

マダラH以よ

スケトウダラ0+

スケトウダラH以よ

イトヒキダラ

エゾイソアイナメ

スルメイカ

ジシドウイカ

ヤリイカ

ドスイカ

アブラツノザメ

，、ダカイワシ科叩

アオメエソ

11二二 '1 S3~7:! J 7才1計ナ:;2;3Z;l;k1;三ji13jfに九示斗i:;JJ'j�Jι;;d:ij
1631 ::計….141 I……十f-…叩 5悶ai

52 

1，5951 
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一
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習
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一
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…
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，
』
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4
E
一
角

4
m

…a-

v

・0
内

ν

・，

a
u
a
e
r
o
 

maa守
内

U

83' 

マフグ 621 

531 8741 52 

2111 

531 

104 

49' T 2，3231 1，9551 

1411 

197' 

" 
309， 

二liil---".，_イ541 105 

51 ' 

899 385目
35目

62 ' 

62 

187 

1951 1.812 

372 

トラザメ

サギフヱ

キュウリエソ

ムネ工、ノ科卸

者コ煩 33 

23 



付表7 太平洋調査地点別分布密度(後期)
民査日 10月柑目 10月17日 10月19日 10月初日 叩月幻自

海繍 八戸 ニ川目 八戸 =1118 塩釜 温釜 小川原港 小川開港

魚種1;水深 145' 25・ 155 35.1 751 791 150 238' 3141 931 9.1 2101 152 

キアンコウ 10.， 1 1 1 33， 1 1 39 

ホラアナゴ

ガンギエイ科m

アイナメ一一 畑 山白戸 ω 

市ッケ 33 272 

アカド〉ーコ同一 一一 ト : 
コブシカジカ 86 
セツそ<，JカP1l “ ……卜…・ 一一，..'-………川 日ト… i 

ヤベカジカ i 

Fア認さイが均益抱J問タ子伊重企掬 今一一γ"一掃“l 叩2- 一一66一I一一一一一 開595一 醐一31一 叫11・二;ご亘1細1l二泊ne4トー2刷ーn 堕

マツカジカ 1 37 

アパチャン 71 

ヲササケウゼ才ヲニン i 一98 一…師一一i トー …125一1 一一，_ “一1 … 
ピヲニン 1 241 1 1 1 1 I I 

ケムシカジカ 37I  I 1 1 66 31 1 1 I 

アサツブモロリウウオ 1 1 1 1 33' 1 1 I 1 73 

9予トヲピレ 931 

トヲピレ 3734  82 

三回!メト守ピν 山 内 “ 卜 ; 日 …… I 
トヲピレ科・脇 市021 1，277 

マルカワカジカ ! 

ウスメバル I I I I I I ! ; 

キチジ 同 31 I I I 

，、ッメ 12!I ' ，，1 i J 

ヤユすメギカサノマゴィ 拘 : !1.5131 147 

カカナナガドシラ I I 249 31 36i 

ギス 1711 1 1 1 31 

ア7ブカラガガレイレ 75， 205 62 i 

……::(一 一一一 102一一………
ウロコメ机Jイ 33 

ソウハチ 37' 1 1 1 1 1 1 I 116 

パパガレイ 12 701 831 66 

ヒレゲロ
卜…… 1 78 

ミマムギガシガレガレイレiイt " [' "298 ト “ 一 一白353i~ 311心i一 一一一山… ， 一 一13一5一8 367 

ココJ7I<シギンザメ i 
エゾハリイカ 7051 1 2941 1821 220 

ずンゴイカ科SR 34 蝿 62' 1 1 

ヱギス 21.637' 1 10.25" 1 1 1 628' 2941 2181 5821 917 

チカメキントキ 31 

カン予ンゲンゲ+シロゲンゲ i 

チ~ィ i
ギンポ 37 

ソコ~，ラ制sp

マザラ0.". ，， 1 __. ~，~~ll. ，::1 I ..... ......1 ~~~I 
マ~.号H以上 ~m i~m+ 3，oj!I-. ，1""，1， _. '1，ml. ，1"， ....7371 
スケトウ苦ラ0+ 1 224' 1.4681 3，07・ 5，364 1，775 

スケトウずラH以よ 3・0 ・25 28，082 
エイゾトヒイキソ4アrライナメ 341 1 1 1 99， ー 31 卜 N 、 781 110 

スルメイカ tS7' 681 1381 2071 165 154' 311 371 391 220 

奇ジ利ンJイドウカイカ 28.488， 1..004; 8，545 9，1301 3V30 1 8，3911 ".9.7 ! 1，9‘0 22.3'78 
Fスイカ
7'7ラツノザメ 37， 

ハザカイワシ科・p. I L ___32  
アオメエソ

マフグ
トラザJj 1 1 1 1 1 1 1 95. 

ザギフz
キュウリエソ : 
ム一ネヱ-ソ科・p. w 一一一‘九一ー 一寸E一一-一一目一 …一一一--~.…1 一ー ……62 …一一一一 一一一一一一

'::1繍 1371 1 1 1 31 3 136  j 
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